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北朝鮮　核実験か
「
人
工
的
な
地
震
」
観
測 春　

北
朝
鮮
の
公
式
発
表
は
な

い
。

　

北
朝
鮮
は
２
０
０
６
年
10

月
９
日
と
09
年
５
月
25
日
に

核
実
験
を
実
施
し
て
い
る

が
、
今
回
核
実
験
が
実
施
さ

れ
た
と
す
れ
ば
金
正
恩
第
１

書
記
の
体
制
下
で
初
め
て
と

な
る
。

　
「
核
保
有
国
」
と
し
て
の

地
位
を
既
成
事
実
化
す
る
と

同
時
に
、
11
年
12
月
に
死
去

し
た
金
正
日
総
書
記
が
掲
げ

た
軍
事
優
先
の「
先
軍
政
治
」

の
継
承
者
と
し
て
の
金
第
１

書
記
の
実
績
を
つ
く
り
権
力

基
盤
強
化
を
図
る
狙
い
が
あ

る
と
み
ら
れ
る
。

　

韓
国
気
象
庁
に
よ
る
と
、

震
源
地
は
北
東
部
咸
鏡
北
道

吉
州
郡
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（
Ｍ
）
５
・
０
。

　

聯
合
ニ
ュ
ー
ス
は
、
韓
国

政
府
当
局
者
の
話
と
し
て
、

北
朝
鮮
が
11
日
に
米
国
と
中

国
に
対
し
て
核
実
験
実
施
を

通
告
し
て
い
た
と
報
じ
た
。

韓
国
軍
当
局
は
12
日
、
軍
の

警
戒
態
勢
を
１
段
階
引
き
上

げ
た
。

　

北
朝
鮮
は
、
過
去
２
回
の

核
実
験
を
行
っ
た
吉
州
郡
の

豊
渓
里
付
近
で
核
実
験
の
準

備
を
進
め
て
い
た
。

　

日
本
政
府
は
12
日
午
後
、

首
相
官
邸
で
安
全
保
障
会
議

を
開
催
し
た
。

　

国
連
安
全
保
障
理
事
会
は

今
年
１
月
22
日
、
北
朝
鮮
に

よ
る
昨
年
12
月
の
事
実
上
の

長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射

を
非
難
し
制
裁
を
強
化
す
る

決
議
案
を
全
会
一
致
で
採

択
。
こ
れ
に
対
し
北
朝
鮮
の

国
防
委
員
会
は
１
月
24
日
、

決
議
を
非
難
し
「
高
い
水
準

の
核
実
験
」
の
実
施
を
明
言

し
て
い
た
。

　

ミ
サ
イ
ル
発
射
に
続
き
、

安
保
理
の
制
裁
決
議
を
無
視

す
る
挑
発
行
為
に
、
朝
鮮
半

島
を
め
ぐ
る
緊
張
が
高
ま
る

の
は
必
至
。
日
本
や
米
国
、

韓
国
は
情
報
収
集
を
急
ぐ
一

方
、
追
加
制
裁
の
検
討
を
進

め
る
と
み
ら
れ
る
。

金
正
恩
体
制
で
初
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菅
義
偉
官
房
長
官
は
12
日
、
北
朝
鮮
で
地
震
波
を
観
測
し
た
と
発
表
、「
北

朝
鮮
の
核
実
験
実
施
に
伴
い
発
生
し
た
可
能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
韓
国
気

象
庁
も
同
日
、
午
前
11
時
58
分
（
日
本
時
間
同
）
ご
ろ
、
北
朝
鮮
で
「
人
工
的

な
地
震
」
が
観
測
さ
れ
た
と
公
表
し
た
。
北
朝
鮮
が
３
度
目
の
地
下
核
実
験
を

実
施
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
米
国
や
日
本
、
韓
国
が
確
認
を
急
い
で
い
る
。

記者会見する菅官房長官＝ 12日午後、
首相官邸


